
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 3014 

令和５年度 芸術科 

 

教科 美術科 科目 美術Ⅰ 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 高校美術 （日本文教出版） 

副教材等 使用なし 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

自分の想い、夢や想像などから、表現することや伝える人や使う人の気持ちを考えて、形や色彩の

効果を生かして考えを伝えることを学ぶ。 

作品制作は、自己のスピードで順番に完成し、次作品にとりかかる個人進度の形式で行う。 

 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

美術の幅広い活動を通して、生涯にわたり美術を愛好する心情を育てるとともに、感性を高め、 

創造的な表現と鑑賞の能力を伸ばし、美術文化についての理解を深める。 

（１）造形的な視点で対象や事象をとらえて理解できるようにする。 

（２）美術の働きについて考えたうえで主題を発想し、構想を練り創造的に工夫する。 

また美術や美術文化に対する見方や感じ方を深める。 

（３）美術や美術文化と積極的に主体的に関わり、表現や鑑賞による創造活動に取り組む 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・対象や事象を捉える造形

的な視点について理解を

深めている。 

・意図に応じて表現方法を

創意工夫し、創造的に表

している。 

造形的なよさや美しさ、表現

の意図と創意工夫、美術の働

きなどについて考え、主題を

生成し創造的に発想し構想を

練ったり、価値意識をもって

美術文化に対する見方や感じ

方を深めたりしている。 

主体的に美術の幅広い創造活

動に取り組もうとしている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

前
期
① 

文
字
か
ら
の
展
開 

【デザイン】 

・漢字のレタリング。 

・漢字(形容詞)の部分を取

り出し画用紙に新たに

構成する。 

・構成によりできたスペー    

スや余白を形容詞のも

つ色のイメージに合わ

せて着彩する。 

a:漢字(形容詞)のもつイメージ

を表現することに関心を持ち

構想を練るとともに、全体のイ

メージで捉えることを理解し

ている。 

b:形や色彩の働きを考えて表現

しようとしている。 

c:絵の具の特性を生かし、表現方

法を創意工夫しながら取り組

もうとしている。 

ワークシ

ート 

アイデア

スケッチ 

作品 

ワークシ

ート 

アイデア

スケッチ 

作品 

授業観察 

ワークシ

ート 

振り返りレ

ポート 

前
期
② 

堆
朱
ス
ト
ラ
ッ
プ 

【絵画・彫刻】 

・デザインを考え堆朱の美

しい色の層を感じながら

糸鋸、棒やすりなどを用

いて表現する。 

a:素材の特徴を生かし創意工夫

している。 

b:形体・色などを工夫して表現し

ようとしている。 

c:堆朱の特性を生かし、条件や計

画をもとに表現することに取

り組もうとしている。 

アイデア

スケッチ 

作品 

アイデア

スケッチ 

作品 

授業観察 

振り返りレ

ポート 

前
期
③ 

一
版
多
色
木
版
画 

【デザイン】【絵画・彫刻】 

・英単語を決めその英単

語から連想する絵を考

える。 

・絵を版木に写し彫刻刀で

彫っていく、彫り終えた

木の板に絵の具を塗り

画用紙に刷る。 

a:英単語から連想するアイデア

スケッチに意欲的に取り組み、

全体のイメージで捉えること

を理解している。 

b:木版画の特性を考えながら表

現の構想に取り組もうとして

いる。 

c:版木や彫刻刀・絵の具の特性を

生かし表現の創造活動に取り

組もうとしている。 

ワークシ

ート 

アイデア

スケッチ 

作品 

ワークシ

ート 

アイデア

スケッチ 

作品 

授業観察 

ワークシ

ート 

振り返りレ

ポート 

後
期
① 

寄
木
工
芸 

【絵画・彫刻】 

・大・中・小の角材を組み

合わせ実用的な立体作

品を制作。 

・最終的に糸鋸、やすりで

形を整えていく。 

 

a:自分の表現意図に応じて表現

方法を創意工夫し、材料や用具

の特性を生かして制作してい

る。 

b:木の特性を生かし、形体などを

創意工夫して表現することに

取り組もうとしている。 

c:表現方法に合わせ用具を適切

に使用し、表現の創造活動に主

体的に取り組もうとしている。 

ワークシ

ート 

アイデア

スケッチ 

作品 

ワークシ

ート 

アイデア

スケッチ 

作品 

授業観察 

ワークシ

ート 

振り返りレ

ポート 
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後
期
② 

彫
金
レ
リ
ー
フ 

【絵画・彫刻】 

・「和柄と○○」をテーマに

アイデアスケッチを考え

る。 

・アイデアスケッチを銅板

に写し、粘土ベラなどを

用いて凹凸をつける。 

・いぶし工程をおこないレリ

ーフ作品を制作する。 

a:日本の伝統文様である和柄を

用いそれらが人の感情にもた

らす様々な効果について理解

するとともに、全体のイメージ

で捉えることを理解している。 

b:選んだ和柄のイメージや美し

さなどから発想を深め、創造的

な表現の構想を練っている。 

c:和柄の持つイメージなどを総

合的に考えて構想を練り、表現

の創造活動に取り組もうとし

ている。 

ワークシ

ート 

作品 

ワークシ

ート 

作品 

授業観察 

ワークシ

ート 

振り返りレ

ポート 

後
期
③ 

ス
ク
ラ
ッ
チ
ボ
ー
ド 

 

【絵画・彫刻】 

・靴をデッサンし、カーボン

用紙でスクラッチボード

に写していく。 

・靴の陰影を意識しながら

スクラッチペンで削って

いく。 

削った部分に絵の具で

着彩。 

a:靴というモチーフの特徴を捉

え、造形的な視点について理解

している。 

b:靴の形や色彩の働きを考えて

表現しようとしている。 

c: スクラッチボードの特性を生

かし、表現方法を創意工夫しな

がら主体的に取り組もうとし

ている。 

ワークシ

ート 

作品 

ワークシ

ート 

作品 

授業観察 

ワークシ

ート 

振り返りレ

ポート 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         


